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 本講座では、経営分析や管理会計といった「会計戦略テクニック」を組み合わせな

がら、数多くのビジネス・シーンにおいて役立つ意思決定の問題を学習します。

 いきなり、経営分析・管理会計・意思決定だなんて……。受講者にとっては身構え

てしまいそうな用語が並びました。しかし、物理学などの自然科学の分野とは異なり、

会計や法律などの社会科学の分野は所詮、人間が考えだしたものです。

 漢字の羅列で表現するから難しく感じるだけであって、受講を開始してから３か月

後には「なぁんだ、こんなことだったのか」という内容になっています。現在の会計

理論などが到達している世界を、なるべく平易に解説するように努めました。

 そうはいっても３か月もの長丁場、それなりの艱難辛苦が受講者を待ち受けていま

す。本講座ではテキストを３冊に分け、それぞれ次の内容をテーマにしています。

 学習をスムーズにすすめる道具として、次のものを準備してください。

（1）てのひらくらいのサイズの大きめの電卓
できれば12桁のものが望ましいといえます。

（2）Excelなどの表計算ソフトがインストールされたパソコン
このテキストで用いられている図表の一部をCDに収録し、そのまま利用でき
るようにしています。

 なるべく楽しんでいただけるように工夫しましたので、頑張って取り組んでくださ

い。

第１分冊：〔Lesson 1〕から〔Lesson 15〕まで

CVP分析やEVA（経済付加価値）を用いた業績評価の手法を学習します。
第２分冊：〔Lesson 16〕から〔Lesson 25〕まで

コスト計算の入門編と、予算編成＆予実差異分析を学習します。

第３分冊：〔Lesson 26〕から〔Lesson 42〕まで

キャッシュフロー概念を中心に、資金運用表の作成方法や、M&A（企業買収）でよく用
いられるディスカウント・キャッシュフローの仕組みを学習します。
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1. このテキストでは、図表と本文とを対応させるために、「★番号」を使用して
います。

たとえば、図表上に「★1」と表示されている場合、その前後（多くは直後）
に続く文章中の数値または単語と対応表示させています。

2. 用語の右に（注）または（注１）（注２）…の表示があるものについては、そ
のページの下に解説を加えています。

3. 金額の単位は原則として、円で表示します。
金額が大きいものについては、千円または百万円で表示します。

4. 加減乗除の計算過程において端数が生じる場合、原則として表示単位未満を
四捨五入しています。（例）100÷6＝16.7 ←小数点第２位を四捨五入

学習にあたり
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 みなさんは例外なく、どこかの企業に所属しているはずです。その企業が存在する

目的とは何なのかを、考えたことがあるでしょうか。当たり前のような質問ですが、

これを考えるのはとても重要です。

 会社法という法律の第５条を見ると「会社がその事業としてする行為及びその事業

のためにする行為は、商行為とする」とあります。また、第８条には「営業上の利益」、

すなわち「営利」という表現が用いられています。

 これを咀嚼
そしゃく

するならば、会社は事業（またはビジネス）をおこなうことにより営業

上の利益を稼ぐ存在だ、となります。簡単にいえば、会社は営利を目的とする生きも

のだ、ということです。もっと俗っぽい表現をするなら「カネ儲
もう

け」です。

 もちろん、役所などの官公庁や、財団などの公益法人は、営利を目的としない組織

です。しかし、その内部で働く個人は、間違いなく報酬（営利）が得られるからこそ

働いています。公僕といえども無償サービスを提供するほど、生活に余裕のある人は

いないでしょう。だからこそ、役人の中には天下り先を確保して、せっせと裏金づく

りに励み、私腹を肥やす人もいるわけでして……。醜い形をとるものの、これもまた

個人レベルでの「営利追求」です。

 企業の目的が営利性にあるといっても、がむしゃらに自社製品を売ればよいという

ものではありません。企業が利用できる経営資源（ヒト・モノ・カネ）には制約があ

るからです。

 たとえば、製造コストが100千円の製品（注）について、得意先A社からは「110千円
で売ってくれ」という申し出があり、得意先Ｂ社からは「120千円で売ってくれ」と
いう申し出があった場合、常識的にはＢ社へ120千円で売るはずです。
 この常識的な行動を「合理性」といいます。噛み砕いて表現するならば、「利益の

最大化」です。

1-2.営利性と合理性が雌雄を決する

1-1.会社という生き物

Lesson1ビジネスの目的って何だろうか

（注）製造業のように自社内で加工を施してから売る棚卸資産を「製品」といいます。流通業や小売業のように、仕入れ
たモノをそのまま売る棚卸資産を「商品」といいます。
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Chapter 1 財務会計の位置づけと財務諸表の見方

 もし、Ａ社へ110千円で売るようなことがあれば、それは合理的な行動とはいえず、
何らかの政治的な圧力がかかった結果といえます。

＋＋図表 1-1＋＋ 

〔図表 1-1〕の内容を、本講座で学ぶことになります（注1）。

 この講座の中心に位置するのは「管理会計」です。この管理会計という分野は、非

常に大きな体系を持っています。

 〔図表 1-2〕に示す通り、左に制度会計（または財務会計（注2））や原価計算があ

るかと思うと、右には戦略会計が控えています。底流には経済学の思想があり、うし

ろを振り返れば経営分析（または財務分析（注3））までが視野に入ってきます。

＋＋図表 1-2＋＋

（注1）営利性と合理性を追求した場合、公害をまき散らすなどの弊害が起きますが、それは社会政策など別の分野で検
討すべき問題です。

（注2）本講座では、制度会計の名称を使用します。
（注3）本講座では、経営分析の名称を使用します。

1-3.管理会計が守りたいもの

（ ）カネ儲け＝営業上の利益は、どのように認識され、測定されるのか

（ ）営業上の利益を最大にするには、どのようなビジネスを展開すべきか
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